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1－BSPの血中減衰曲線による肝検査の応用について

大　塚　潔　武

　　　　　　1．はしかき

　われわれはTaplinの131標識ロースヘンカル（1311・RB）

を用いて，肝上部て測定したヘバトクラムにより，肝の
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Fig．1

斉　藤　安　夫

13正1・RBの摂取と排泄状況を追求したか，この方法は肝

全体の代謝を示すものとは考えられす，また測定方法に

多くの難点を認めたのてこの方法による計測を中止した．

　最近東大上田内TIのi3iI・BSPの基礎的研究と臨床応
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386 核医学　7巻6号（1970）

用が発表され，この製品が13il・RBと同様，肝機能検査

に極めて優秀で鋭敏な診断的価値のあることを知った．

　即ち（1）経時的に胆道腸管への排泄状況を測定する

ことにより従来診断困難であった外科的黄疸が簡単に鑑

別できること．　（2）従来怖れられていた大星投与によ

る副作用の危険性が全くなく，その比放射能はわずかに

100μCi／0．33mgであること．　（3）ユ311・BSPの血巾ク

リアランスがBSPに比し有意的におそく代謝の差が顕

われるが，1311・RBよりもはるかに早く，これは被検者

にとっても，検査にとっても測定上極めて有利であるこ

と．　（4）i3il・BSPの抱合過程およびBSP腸肝循環の

点につき多少問題があるようであるが，比色法と違い黄

疸患者にも使用しうる点，等々一般の肝の臨床検査とし

て化学検査と共に充分に使用しうる製品と思われる，わ

れわれは1311・BSPを用い血中停滞曲線と肝上でのヘハ

トグラムを描き，これを参考として肝の機能検査を行な

ったので，ここに報告する．

∬．検　査　方　法

　ML中濃度を知るために瀕回の採血をすることは，患者

の苦痛が甚しく，Hつ採血困難な静脈より採血した血液

では，時間的，数値的に誤差が生じ易いため，われわれ

は側頭部で耳を中心として，休外測定を行ない，頭部の

移動を防ぐためにディテクターを頭部に固定した．減衰

曲線とヘバトグラムのみの時は1311・BSPを60μCiから

lOO，aciとし，シンチグラムを同時測定の時は350μCiか

ら400μCi静注した．記録計で描かれた曲線は（Fig．1）

のようである．

　また最初2分「「と5分以後は5分毎にcpmを測定し

て参考とした．1311・BSPを静注し終った時間を零時間

とし，これに曲線を外挿し，この値を零時濃度として，

15分，30分，45分の血中停滞率を算出した．またヘバト

グラムの傾斜とそのピーク（P）に達するまでの時間が肝

の慢性化に関係あるものと考え参考とした．

　　　　　　　皿．検　査　成　績

　（1）正常例，正常肝のitiil・BSPの成績は（Table　1）

（Fig．2）のようである．15分値は20％以下に多く，30

分値は12％以下．45分値は10％以下が多い．

　Tl！2は2分から4分が多く5分以下を［E常f直と考えら

れ，Pは20分と30分の間で30分以下を」E常値としたが，

例数が少ないのでなお多数例により多少の変劫も考えら

れる．なお以一Lは一般1ヒ学検杏も“，sAu　Colloidによる
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Fig．3．　j　311・BSP疾患症例

シンチグラムも正常範囲を示したもののみであろ．

　（皿）肝障害例．肝機能障害患者の化学検査と1’111・

BSPの比較を（Table　2），（Fig．3）に示した．

　（Fig．3）に見られるように，大多数は正常範囲より

高値を示めし，その3例は45分以内ではTl／2の測定は不

能で，曲線は平低である．またPの矢印のあるものは凡

て測定時間以上の上昇を示めし，何時間後ピークが求め

られるか不明のものである．

　（a）症例1．2．3．4．13は化学検査で問質性変化，肝

細胞性変化共に苫しい変化を示した症例で急性肝炎の慢

性化しつつあるものか，慢性肝炎の活動化が考えられ，

これらはすべて1311・BSPの検査も強く反応し，金シン

チグラムもよくこれらの変化を反影した（Fig．5）．

　（b）症例8．9．10．11。12．14．15は間質性変化が多く

見られ，肝細胞性変化の少ない例で表に見られるように

1　・3　11・BSPの成績もややまちまちで慢性肝炎の非活動期

と思われる例であり，これらではT1／2とPの延長が大

多数に見られ金シンチグラムも明らかに慢性肝炎像を呈

した（Fig　5）．

　（c）症例16．17．　18は手術その他で明らかに‖1：硬変

症と診断されたもので金シンチグラムでも強度の脾出現

を見た例で1311・BSPも中等度以1二の高値を示したが症

例が少ないのではっきりしたことはいわれない．

　（d）症例19．20．　21．36は高度の黄疸患者で化学検

査で変化があり，特にうっ滞性変化が著しく，これらの

例は1311・BSPの1「IL中停Hl｝率は極度に高く，1311・BSPの

3時間後のシンチグラムでは腸管への排泄は［，dられなか

った．24時制後のスキャンが必要であったがこの例では

行なわなかった．これら4例のAl－P例はKind－King

方法で他の例はすべてBesseyの方法の値である．20列

はその後手術し胆道癌で完全閉塞性黄疸であり，肝硬変

所見も見られた．19例は24時間，48時間のスキャンでも

また排便の検査でも腸管への排泄の見られなかった症例

である．

　（e）症例22．23．24．25．26．27は凡て上腹部の手術

を経過したもので，全例山線の減衰率は特別の変化は見

られずPの延長のみが見られ，上腹部の大手術がPの延

長になんらか影響を及ぼすのではないかと考えられる．
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（f）症例32333435は1，2ヵ月前まで慢性肝炎

て治療し，口下化学検査か正常化したものて1311・BSP値

も平常値を示した例てある．以上多数の検査例は極めて

鋭敏に肝の状態を反影するが，症例30はGOT66，　GPT

50Al－P　110てあるのに1311・BSPの各値か極めて高く

出て，また後日金ンンチクラムても軽度の慢性肝炎像を

示した症例てある．BSP値か高く他の諸検査の軽度の

ものに脂肪肝があるようてあるが，肝の生検をしていな

いのて真疑の程は分らない　患者は81才の高令者て心不

全もありその後の検査て肝障害も高度に見られた．症例
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Fig．4．

29はこれと反対に化学検査と金シンチグラムで明かに慢

性肝炎の活動期と考えられたが1311・BSP検査は全くの

正常値を示した．1311・BSPによる検査43例中でこの2

例が化学検査および金シンチグラムの成績と一致しなか

った例で，その他はよく病変を反映しえたと思われる．

次に1311・BSPの各値のうちどの値に注目すべきかは未

だ不明であるが，減衰曲線の変化は（Fig．4）に見られ

るように初期にカーブの平低が著明に顕われる点より考

えて，T1／2がその変化を推測するのに便利であり，また

Pは慢性化した症例に多く延長が見られるようである．

1311・BSPの検査成績は今後多数に報告されるものと思

われるが目下のところ，BSPの化学検査の成績から類

推する以外に方法はない．急性肝炎と慢性肝炎の活動期

は摂取，貯蔵，抱合，排泄共に機能低下が見られ，従っ

て血中の残存は著明に顕われる．また慢性肝炎の非活動

期は化学検査成績はまちまちであるが一般に間質反応が

陽性に出て1311・BSPでもT1／2とPの延長が見られる．

肝硬変は例数が少なく判然としないが13ユ1・BSP検査で

中等度以上の変化を示した．最も顕著のものは閉塞性黄

疸で前述したように各値とも最高値を示した．一般に

BSPは排泄の変化を強く反映するといわれているので，

慢性肝炎非活動期の変化も排泄機能の良否によって結果

が左右されるものと思われる．

IV．考 案

われわれは1311・BSPを用い，血中減衰曲線とヘバトグ

ラムを用いて，肝疾患の肝機能検査を行ない，従来の化

学検査と比較を用い，各例の成績が肝機能を極めてよく

表現していることを認めたが，13’1・BSPの成績のみか

ら直ちに肝諸疾患の鑑別診断に役立つものと考えるのは

早計である．1311・BSP検査は化学検査や金シンチグラ

ムの不足を補足し，且つ外科的黄疸の決定に大いに役立

つ点において，今後充分に使用しうる検査方法と考えら

れるのでここに報告した．
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